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日本美術における「美人画」の展開─ 1 ─

一
、「
群
れ
る
女
」
と
「
名
も
な
き
女
」

　
　
　

─
日
本
美
術
の
中
の
「
女
性
像
」
─

　　
「
美
し
い
人
」
を
描
く
こ
と
は
、
名
所
や
四
季
風
俗
な
ど
の
主
題
と
同

様
に
、
古
来
よ
り
日
本
美
術
の
核
と
な
る
テ
ー
マ
で
あ
り
続
け
た
。
そ
し

て
そ
こ
に
は
、
日
本
独
自
の
「
省
略
」
や
「
意
匠
化
」
を
好
む
文
化
的
な

特
質
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
女
性
た
ち
の
容
貌
表
現
に
関
し
て

は
、
時
代
の
美
意
識
を
反
映
し
た
類
型
的
な
顔
立
ち
が
採
用
さ
れ
る
例
が

多
く
、
そ
の
分
、
着
衣
の
表
現
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
傾
向
が
あ
る
。

　

日
本
美
術
史
上
の
女
性
の
図
像
の
中
で
比
較
的
早
い
作
例
の
一
つ
に
、

七
世
紀
末
、
六
九
四
年
か
ら
七
一
〇
年
頃
の
間
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
る

「
高
松
塚
古
墳
」
の
東
西
壁
が
あ
る
。「
男
子
群
像
」、「
女
子
群
像
」
と
称

さ
れ
る
複
数
の
男
女
の
全
身
像
に
、
日
本
な
ら
で
は
の
「
理
想
化
さ
れ
、

単
純
化
さ
れ
た
人
物
表
現
」
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば

西
壁
に
描
か
れ
た
四
人
の
「
女
性
群
像
」【
図
１
】
で
は
、
赤
、
白
、

緑
、
黄
色
と
色
の
異
な
る
華
や
か
な
上
着
が
目
を
引
く
。
彩
色
も
丁
寧

で
、「
衣
装
の
美
」
に
重
点
を
置
い
た
彩
色
が
印
象
的
で
あ
る
。
一
方
そ

の
容
貌
は
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
頬
、
切
れ
長
の
目
、
赤
く
ぽ
っ
て
り
し
た

唇
な
ど
は
、
唐
代
の
美
人
様
式
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
日
本
独
自
の
美
意

識
が
加
味
さ
れ
た
も
の
で
、
今
も
「
飛
鳥
美
人
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
親

日
本
美
術
に
お
け
る
「
美
人
画
」
の
展
開

─
「
飛
鳥
美
人
」
か
ら
江
戸
の
幽
霊
画
ま
で
─

藤
澤
　
紫
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し
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
四
人
の
女
性
の
個
々
の
顔
立
ち
に
は
、
強
い
描

き
わ
け
の
意
識
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
「
個
体
識
別
」
の
概
念
や
、
ひ
い
て
は
「
喜
怒
哀
楽
」
と
い
っ
た

感
情
表
現
す
ら
乏
し
い
、
い
わ
ゆ
る
「
抑
制
さ
れ
た
」
容
貌
表
現
は
、
平

安
時
代
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
や
ま
と
絵
に
も
受
け

継
が
れ
る
。「
源
氏
物
語
絵
巻　

宿
木
」【
図
２
】
に
は
、
匂
宮
（
左
の
男

性
）
の
心
変
わ
り
に
人
知
れ
ず
苦
し
む
中
君
（
右
の
女
性
）
が
描
か
れ
て

い
る
。
中
君
は
軽
く
目
を
伏
せ
た
よ
う
な
表
情
で
、
そ
こ
か
ら
感
情
を
的

確
に
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
う
つ
む
い
て
匂
宮
か
ら
目
線

を
外
す
姿
勢
は
、
彼
女

が
恋
の
終
焉
を
予
感
し

て
、
悲
し
み
に
暮
れ
て

い
る
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
。
能
で
下
向
き
の

姿
勢
を
「
曇
る
」
と
称

す
る
が
、
ま
さ
に
様
式

化
さ
れ
た
感
情
表
現

を
、
鑑
賞
者
は
そ
こ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。　

　

そ
の
流
れ
は
、
さ
ら

に
近
世
初
期
風
俗
画
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
九
州
平
戸
藩
主
の
松
浦
家

伝
来
の
六
曲
一
双
屏
風
「
婦
女
遊
楽
図
屏
風
」（
通
称
「
松
浦
屏
風
」）

【
図
３
】
に
見
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
で
華
麗
な
衣
装
表
現
と
、
そ
れ

に
比
し
て
類
型
化
さ
れ
た
顔
貌
は
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
る
。
現
代
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
で
も
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
を
飾
る
マ
ネ
キ
ン
の
顔

や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
は
「
時
代
の
好
み
」
が
如
実
に
反
映
さ
れ
る
と
い

う
。
理
想
化
さ
れ
た
「
時
代
の
顔
」
と
先
端
の
衣
装
美
が
醸
す
美
の
競
演

を
、
我
々
の
先
祖
は
屏
風
や
掛
軸
な
ど
の
調
度
品
を
介
し
て
楽
し
ん
で
い

た
の
で
あ
る
。

図１　「高松塚古墳壁画　西壁　女子群像」
国宝　7 世紀末～ 8 世紀初頭　明日香
村教育委員会

図 2　「源氏物語絵巻　宿木」（部分）国宝
　　12 世紀　徳川美術館
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一
般
に
「
美
人
画
」
と
い
え
ば
、
内
面
、

外
見
の
双
方
で
「
女
性
の
美
」
を
強
調
し
て

描
い
た
絵
画
を
指
す
。
こ
れ
は
近
代
以
降
の

展
覧
会
の
企
画
な
ど
に
お
い
て
、
積
極
的
に

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
美
術
用
語
の
一

つ
で
、
そ
れ
ま
で
麗
し
い
女
性
を
描
い
た
作

品
は
「
美
人
絵
」
や
「
若
女
絵
」
な
ど
、

様
々
な
用
語
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
、
い

わ
ゆ
る
日
本
の
「
美
人
画
」
の
流
れ
に
お
い

て
、
実
在
の
女
性
を
描
い
た
「
肖
像
画
」
の

例
は
少
な
い
。
特
に
近
世
以
前
は
、
高
名
な

武
将
の
妻
女
、
尼
僧
な
ど
特
別
な
階
層
の
女

性
に
取
材
し
た
例
、「
歌
仙
絵
」
の
よ
う
に

古
の
女
流
歌
人
を
想
像
し
て
描
い
た
図
な
ど

の
ほ
か
は
、
物
語
の
登
場
人
物
と
し
て
の
女

性
像
、
景
観
表
現
の
一
部
に
描
か
れ
た
群
像

と
し
て
の
女
性
像
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
名
も

な
き
女
性
像
」
が
大
半
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
近
世
に
入
り
庶
民
文
化
が
台
頭
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
描
か
れ
る
対
象
と
な
る

「
女
性
」
の
層
に
変
化
が
生
じ
、
モ
デ
ル
の
階
層
や
年
齢
が
一
挙
に
広
が

り
を
み
せ
る
。
と
り
わ
け
、
美
人
画
の
世
界
を
豊
か
に
広
げ
た
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
「
浮
世
絵
」
の
台
頭
で
あ
る
。
当
時
「
二
大
悪
所
」
と
呼

ば
れ
た
遊
興
の
場
を
彩
る
歌
舞
伎
役
者
や
遊
郭
の
女
性
た
ち
を
魅
力
的
に

描
い
た
浮
世
絵
は
、
現
世
（
う
き
世
）
の
情
報
を
求
め
る
庶
民
層
に
好
感

さ
れ
た
。
最
新
の
木
版
技
術
を
武
器
に
売
り
上
げ
を
増
加
さ
せ
た
浮
世
絵

の
作
品
群
は
、
ま
さ
に
江
戸
の
有
力
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
機
能
を
果
た

し
た
。

　

近
世
初
期
風
俗
画
の
流
れ
を
く
む
浮
世
絵
は
、
新
興
都
市
・
江
戸
で
誕

生
し
た
。「
浮
世
絵
」
の
名
称
が
最
初
に
文
献
上
に
現
わ
れ
る
の
は
天
和

年
間
（
一
六
八
一
～
八
三
）
の
頃
で
、
当
初
は
版
本
挿
絵
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
っ
た
。
徐
々
に
庶
民
向
け
の
一
枚
絵
と
し
て
絵
画
部
分
が
独
立

し
、
浮
世
絵
版
画
は
手
軽
な
鑑
賞
物
と
し
て
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
絵
を
買
入
す
る
」
と
い
う
新
た
な
習
慣
を
一
般
庶
民
層
に
普
及
さ

せ
る
た
め
、
絵
師
や
版
元
は
時
代
の
要
求
を
的
確
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。

　

タ
イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
は
、
江
戸
時
代
の
川
柳
集
で
あ
る
『
俳
風
柳

多
留
』
五
一
巻
に
所
載
さ
れ
た
「
狩
野
家
に
も
土
佐
に
も
描
か
ぬ
仲
之

町
」
を
引
き
、
狩
野
派
や
土
佐
派
の
よ
う
な
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
画
派｣

が
描
く
こ
と
を
避
け
た
仲
之
町
（
新
吉
原
な
ど
の
遊
興
の
場
）
を
描
く
こ

図 3　「婦女遊楽図屏風（松浦屏風）」国宝　17 世紀奈良・大和文華館
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と
で
、
浮
世
絵
は
新
た
な
道
を
切
り
開
い
た
と
指
摘
す
る（
１
）。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
が
、
美
人
画
の
主
題
の
広
が
り
方
で
あ
る
。
特

に
、
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
栄
え
た
浮
世
絵
の
発
展
は
、
近
世
以
降
の

日
本
の
女
性
像
に
大
き
な
変
化
を
与
え
た
と
い
え
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

印
刷
技
術
の
向
上
や
経
済
の
安
定
、
幕
府
の
法
令
と
い
っ
た
時
代
の
動
向

が
大
き
く
起
因
し
て
い
る
。
奇
し
く
も
平
成
二
七
年
は
、
多
色
摺
の
木
版

画
「
錦
絵
」
誕
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
五
〇
年
の
節
目
に
あ
た
る
。
日
本
近

世
の
出
版
文
化
を
支
え
た
江
戸
の
錦
絵
と
、
そ
れ
を
取
り
ま
く
社
会
、
さ

ら
に
は
同
時
期
の
京
都
画
壇
の
動
向
も
ふ
ま
え
、
近
世
絵
画
を
軸
に
、
日

本
に
お
け
る
「
美
人
画
」
の
機
能
と
広
が
り
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

二
、「
群
像
」
か
ら
「
個
」
へ
─
美
人
画
の
構
図
と
衣
装
美
─

　　

日
本
の
絵
画
史
に
お
い
て
、
美
人
画
が
主
要
な
画
題
に
発
展
す
る
の
は

近
世
以
降
の
出
来
事
で
あ
る
。
従
来
、
女
性
の
単
独
像
自
体
が
少
な
く
、

ま
し
て
や
一
般
女
性
が
単
身
で
描
か
れ
る
例
は
稀
で
あ
っ
た
。
室
町
以
降

に
増
加
す
る
月
次
風
俗
図
や
、
一
六
世
紀
末
頃
か
ら
の
近
世
初
期
風
俗
画

の
流
行
を
機
に
、
群
像
表
現
の
中
に
様
々
な
職
種
の
女
性
た
ち
が
描
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
一
七
世
紀
後
半
の
寛
文
美
人
図
盛
行
の
時
期
に
は
、
独

立
し
た
立
美
人
図
の
形
式
が
確
立
さ
れ
た
。
浮
世
絵
の
黎
明
期
は
、
ま
さ

に
「
美
し
い
人
」
を
描
く
こ
と
へ
の
意
識
が
最
高
潮
に
高
ま
っ
た
こ
の
時

期
に
あ
た
る
。

　

日
本
の
「
美
人
画
」
の
基
本
的
な
画
面
構
成
は
、
大
き
く
二
通
り
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
㈠
多
数
の
人
物
を
組
み
合
わ
せ
て
「
群
像
」
と

し
て
描
く
も
の
、
㈡
肖
像
画
の
よ
う
に
対
象
者
を
「
単
身
」
ま
た
は
ご
く

少
人
数
で
構
成
す
る
も
の
、
の
二
点
で
あ
る
。
初
期
の
女
性
像
は
実
在
の

人
物
に
取
材
し
た
作
例
が
限
ら
れ
て
お
り
、
前
掲
の
「
高
松
塚
古
墳
壁

画
」【
図
１
】
の
よ
う
に
群
像
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
個
々
の

人
物
の
美
や
魅
力
を
描
き
分
け
る
と
い
う
意
識
よ
り
も
、
群
像
が
作
り
出

す
ド
ラ
マ
性
や
、
暮
ら
し
の
一
こ
ま
を
描
く
「
風
俗
画
」
と
し
て
の
要
素

の
強
い
も
の
が
多
い
。

　

八
世
紀
半
ば
の
作
と
推
定
さ
れ
る
正
倉
院
宝
物
の
六
曲
一
双
屏
風
、

「
鳥
毛
立
女
屏
風（
２
）」

は
、
屏
風
一
扇
ご
と
に
樹
下
の
美
人
を
一
名
描
く
構

成
で
あ
る
が
、
鑑
賞
時
は
個
々
の
図
様
が
巧
み
に
関
連
を
持
ち
な
が
ら
、

六
名
の
群
像
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
構
成
さ
れ
て
お
り
、
㈠
、
㈡
の
折
衷

案
と
も
い
え
る
。
室
町
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
描
か
れ
た
群
像
図
で
特

徴
的
な
の
は
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
所
蔵
の
「
湯
女
図（
３
）」
の
よ
う
に
遊
女
た
ち

の
生
活
を
描
い
た
作
例
で
あ
る
。
時
代
の
先
端
を
行
く
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
遊
女
た
ち
が
、
颯
爽
と
風
を
切
っ
て
歩
む
姿
は
、
従
来
の
女
性
像
に
な

い
斬
新
な
発
想
に
満
ち
て
い
る
。
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寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
三
）
の
頃
、
群
像
表
現
か
ら
人
物
を
抽
出

し
、
背
景
を
省
略
し
て
描
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
寛
文
美
人
図
」【
図
４
】

が
流
行
す
る
。「
舞
妓
図
」【
図
４
】
の
よ
う
に
遊
女
や
歌
舞
伎
役
者
と

い
っ
た
、
い
わ
ば
当
時
の
俗
の
世
界
の
住
人
を
掛
軸
に
描
き
、
格
の
高
い

床
の
間
に
飾
る
と
い
う
前
衛
的
な
発
想
が
浸
透
す
る
と
、「
見
返
り
美
人

図
」【
図
５
】
の
よ
う
な
「
一
人
立
」
の
美
人
図
形
式
が
完
成
す
る
。
寛

文
美
人
図
の
流
行
以
降
、
す
っ
か
り
定
番
と
な
っ
た
「
一
人
立
美
人
図
」

に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
表
現
の
重
点
が
着
衣
描
写
に
置
か
れ
て
い
る

点
を
本
稿
で
は
強
調
し
た
い
。

　

浮
世
絵
の
祖
と
称
さ
れ
、「
見
返
り
美
人
図
」
の
作
者
で
あ
る
菱
川
師

宣
（
？
～
一
六
九
四
）
は
千
葉
県
保
田
の
縫
箔
師
を
父
に
持
ち
、
絵
師
で

あ
り
な
が
ら
染
織
技
法
に
も
精
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
千
葉
県
富

津
市
の
浄
土
宗
松
翁
院
に
は
、
師
宣
が
下
絵
を
描
き
、
父
・
吉
左
衛
門
が

刺
繍
し
た
と
伝
わ
る
縫
箔
刺
繍
の
「
釈
迦
涅
槃
図
」（
万
治
元
年
（
一
六

五
八
）
作
）
が
伝
わ
る
な
ど
、
師
宣
は
染
織
業
に
近
接
し
た
位
置
で
作
画

を
続
け
た（
４
）。

　

糊
防
染
と
色
挿
し
を
併
用
し
た
「
友
禅
染
」
の
技
法
が
確
立
さ
れ
、

「
絵
画
」
的
な
衣
装
の
作
成
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
ま
さ
に
一
七
世
紀
の

中
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、
染
織
技
術
の
向
上
や
庶

民
の
衣
服
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
比
例
し
て
、
従
来
呉
服
屋
が
顧
客
向
け

に
作
成
し
て
い
た
手
描
き
の
衣
装
デ
ザ
イ
ン
集
を
、
木
版
摺
の
版
本
と
し

て
大
量
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
寛
文
六
年
（
一
六
六

六
）
頃
か
ら
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
小
袖
雛
形
本
、
略

し
て
「
雛
形
本
」
の
主
要
な
作
者
と
し
て
師
宣
が
重
用
さ
れ
た
理
由
も
、

美
人
画
と
衣
装
デ
ザ
イ
ン
の
双
方
を
得
意
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

師
宣
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
刊
『
小
袖
の
す
が
た
み
』
を
皮
切
り

に
、『
当
世
早
流
雛
形
』（
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
刊
）【
図
６
】
な

図 4　「舞妓図 」寛文
年間（1661 ～ 73）
MOA 美術館

図 5　菱川師宣筆「見返
り美人図」元禄年間

（1688 ～ 1704）東京
国立博物館
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ど
、
複
数
の
小
袖
雛

形
本
の
刊
行
に
関
与

し
た
。
同
時
期
の
上

方
で
は
、
京
都
有
数

の
呉
服
屋
の
出
で
あ

る
尾
形
光
琳
（
一
六

五
八
～
一
七
一
六
）

が
提
唱
す
る
京
琳
派

の
意
匠
が
流
行
し
、

光
琳
の
没
後
も
な
お

亜
流
の
光
琳
風
の
文

様
を
掲
載
し
た
雛
形

本
が
出
回
る
な
ど
、
富
裕
層
の
み
な
ら
ず
庶
民
層
に
も
最
新
の
衣
装
デ
ザ

イ
ン
を
愛
で
る
風
習
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る（
５
）。

　

改
め
て
「
見
返
り
美
人
図
」
の
衣
装
に
着
目
す
る
と
、
真
紅
の
小
袖
に

緑
の
帯
と
い
う
鮮
烈
な
色
彩
の
対
比
や
、
元
禄
時
代
に
流
行
し
た
「
花
の

丸
尽
く
し
」
文
様
の
採
用
な
ど
、
最
新
の
染
織
技
法
や
流
行
の
図
案
が
た

く
み
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。「
菱
川
友
竹
」
の
署
名
か

ら
師
宣
最
晩
年
の
作
と
推
定
さ
れ
る
本
図
は
、
掛
軸
と
い
う
調
度
品
の
形

状
を
と
り
な
が
ら
、
実
用
的
な
雛
形
本
の
よ
う
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
流
行

を
強
く
意
識
し
た
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、「
現
世
」
を
意
味
す

る
「
浮
世
」
絵
師
ら
し
い
作
画
姿
勢
と
言
え
よ
う
。

　

師
宣
の
美
人
表
現
は
、
俳
諧
師
の
服
部
嵐
雪
（
一
六
五
四
～
一
七
〇

七
）
に
「
菱
川
よ
う
の
吾
妻
お
も
か
げ
」
と
う
た
わ
れ
る
ほ
ど
流
行
し
、

江
戸
の
美
人
画
の
基
盤
と
も
な
っ
た
。
浮
世
絵
の
祖
と
な
っ
た
師
宣
が
染

織
業
に
精
通
し
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
の
浮
世
絵
界
の
主
題
選
択

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
明
和
（
一
七
六
四
～
七
二
）
初
年
に
多
色

擦
木
版
画
の
新
技
法
が
開
発
さ
れ
、「
錦
絵
」
の
名
称
で
商
品
化
さ
れ
た

結
果
、
従
来
の
墨
摺
の
雛
形
本
に
代
わ
っ
て
浮
世
絵
の
美
人
画
が
そ
の
役

割
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
る
。
当
初
は
高
価
で
あ
っ
た
た
め
一
部
の
好
事
家

（
趣
味
人
）
の
愛
好
に
支
え
ら
れ
て
い
た
錦
絵
も
す
ぐ
に
価
格
が
安
定

し
、
安
永
期
に
は
早
く
も
「
雛
形
」
の
文
字
を
冠
し
た
商
品
が
登
場
し
て

い
る
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
頃
か
ら
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
頃
に

か
け
て
刊
行
さ
れ
た
礒
田
湖
龍
斎
画
「
雛
形
若
菜
初
模
様
」
は
、
浮
世
絵

の
美
人
画
に
求
め
ら
れ
た
三
つ
の
情
報
性
（
一
、「
遊
女
評
判
記
」
の
機

能
、
二
、「
小
袖
雛
形
本
」
の
機
能
、
三
、
広
告
媒
体
と
し
て
の
機
能（
６
））

を
網
羅
し
た
、
情
報
性
豊
か
な
作
品
で
あ
る
。
本
図
「
雛
形
若
菜
の
初
模

様　

旭
丸
屋
は
や
ま
」【
図
７
】
は
新
吉
原
の
「
蔦
屋
」
に
所
属
し
た
実

在
の
遊
女
を
実
名
入
り
で
描
い
た
ブ
ロ
マ
イ
ド
的
な
作
品
で
、
男
性
向
け

の
「
遊
女
評
判
記｣

（
吉
原
案
内
書
）
の
役
割
も
果
た
し
た
。
同
時
に
贅

図 6　菱川師宣画『当世早流雛形』天和 4 年
　　（1684）国立国会図書館


